
イ、

田 中  義 幸  議 員
デジタルSTB設置工事 について

藤   伸 ―
いじめ対策の強化について

田 中 日 本 明
組織機構の見直しについて

永 水  民 生
空き家対策について

山 倉  敏 明
施政方針について

浦 田  吉 彦
命の水、どう守る

議 員

議 員

議 員

議 員

田 上  孝 樹  議 員
ふるさとハローワーク事業について

中 村 春 夫  議 員
水資源の有効利用について

赤 間  幸 弘  議 員
学校間の光ファイバー敷設について

山 本  幹 雄  議 員
農道延長及びその舗装状況について

田 淵 千 恵 子
福祉行政について

議 員

10P

1lP

12P

13P

14P

10P

1lP

12P

13P
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Llコピ ん 質 問

田中議員

デジタル S tt B設置工事について

間.指示をしたかどうか確認
をしていないのか

答.本人に何 ら聞いていない

質
　
平
成
２４
年
１２
月
議
会

で

「施

工
す

る
に
当
た

っ

て

一
部
設
計
を
変
更
す
る

事
態
が
生
じ
た
。
担
当
係

と
請
負
業
者
と
施
行
管
理

者

の
協
議

の
中

で
精
査
し
、

ケ
ー
ブ

ル
テ

レ
ビ
係

の
方

か
ら
指
示
を
し
た
」
と
回

答
し
て
い
る
。

こ
の
と
き

の
担
当
は
誰
か
。

松
本
Ｃ
Ａ
丁
Ｖ
担
当
参
事

ケ
ー
ブ

ル
テ

レ
ビ
係
長

と

い
う

こ
と
に
な
る
。

質
　
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
係

長

に

「係
長
が
、
別

の
工

事
を
指
示
し
た
と
松
本
参

事
が
言

っ
て
い
る
が
本
当

か
」
と
尋
ね
た
。
そ

の
時

本
人
は

「別

の
工
事
を
す

る
よ
う
指
示
し
た

こ
と
は

な

い
」
と
言
わ
れ
た
が
ど

う
な

っ
て
い
る
の
か
。

Ｃ
Ａ
丁
Ｖ
担
当
参
事
　
本

人
と
は

こ
の
件

に
関
し
て

何
ら
話
を
し
て
い
な

い
。

質

　

再

度

確

認

す

る

が

、

指
示
を
し
た
か
ど
う
か
本

人

に
確
認
を
し
て
い
な

い

と

い
う
こ
と
か
。

Ｃ
Ａ
丁
Ｖ
担
当
参
事
　
私

は
何
ら
聞

い
て
い
な

い
。

質
　
精
査
表
を
出
さ
せ
た

と

い
っ
て
い
る
が
、
具
体

的
に
ど
の
様
な
も
の
か
。

Ｃ
Ａ
丁
Ｖ
担
当
参
事
　
業

者
が
施
工
し
た
実
際

の
出

来
高
だ
。

質
　
そ
れ
は
情
報
公
開

で

出
せ
る
の
か
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
担
当
参
事
　
出

せ
な

い
。

質
　
当
初
設
計
以
外

の
工

事
を
し
た
な
ら
、
比
較
検

討
し
な
け
れ
ば
設
計
増

に

な
る
か
そ
う

で
な

い
か
は

分
か
ら
な

い
。
情
報
公
開

で
出
せ
な

い
な
ら
、
何
故

設
計
増

に
な
る
か
知
る
す

べ
が
な

い
。
通
常

の
公
共

工
事
は
調
査
委
員
会

で
確

認
さ
れ
る
。
内
部
調
査
し

て
検
証
す
る
し
か
な

い
。

田
中
副
市
長
　
担
当
課
長

は
、
出
来
高
を
取

っ
て
竣

工
を
認
め

て
い
る
。
調
査

の
必
要
は
な

い
。

質
　
非
常

に
大
事
な

こ
と

だ
。

こ
れ
を
聞

い
て
い
て

疑
間

に
思
わ
れ
た
方
も

い

る
。
説
明
責
任
を
果
た
し

て
も
ら

い
た

い
。

松
岡
市
長
　
設
計
通
り
に

実
施
さ
れ
た

の
か
ど
う
か
、

確
認
が
的
確

に
行
な
わ
れ

る
よ
う
努
め
る
。

※
他
に
自
治
基
本
条
例
に

つ
い
て
と
、
住
民
説
明
会

に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

田上議員

ふるさとハローワーク事業について

間.本市での事業開設

について

答.福岡労働局職業安定課と

話を進めていきたい

質
　
住
民
に
便
利
な
就
労

相
談
窓
日
と
し
て
、
ふ
る

さ
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
事
業

が
あ
る
が
、
説
明
を
。

田
中
産
業
振
興
課
長
　
相

談
室
に
つ
い
て
は
、
職
業

安
定
所
が
設
置
さ
れ
て
い

な

い
市
町
村
が
国
と
共
同

に
よ
り
運
用
、
庁
舎
な
ど

の

一
室
を
活
用
し
て
職
業

紹
介

に
あ
た

る
も

の
で
、

職
安
の
職
員
が
常
駐
し
て

求
人
情
報
自
動
検
索
機
も

設
置
さ
れ
、
職
安
に
代
わ

る
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

質
　
開
設

に
つ
い
て
は
条

件
等
が
あ
る
よ
う
だ
が
。

産
業
振
興
課
長
　
４
項
目

あ
り
、
人

口
が
５
万
人
以

上

で
あ
る
こ
と
、
年
間
相

談
件
数
が
７
０
０
０
件
以

上

で
、
年
間
就
職
件
数
が

３
２
０
件
以
上
見
込
が
あ

る
こ
と

の
ほ
か
、
緊
急
性
、

必
要
性
が
高

い
と
思
わ
れ

る
理
由
が
必
要
だ
。

質
　
一景
麻
市

に
あ

て
は
め

た
と
き
担
当
課

の
所
見
は
。

産
業
振
興
課
長
　
非
常

に

ハ
ー
ド

ル
は
高

い
と
想
定

さ
れ
る
が
、
利
用
者

の
利

便
性
地
域

２
雇
用
情
勢

の

改
善
な
ど

に
効
果
的

で
あ

る
。
国

の
機
関

で
あ

る
福

岡
労
働
局
職
業
安
定
課
と

話
を
進
め
て
い
き
た

い
。

質
　
人

口
５
万
人
以
下

で

開
設
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
よ
く
協
議
し
て
い

た
だ
き
た

い
。
本
市

で
開

設

で
き
れ
ば
障
が

い
者

や

子
育

て
中

の
女
性
、
ま
た

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
地

域
住
民

の
就
職

の
促
進
と

利
便
性

の
向
上

に
大
き
く

役
立

つ
も

の
と
考
え

る
が
。

松
岡
市
長
　
一帰
麻
市

に
あ

っ
た
方
が

い
い
こ
と
は
間

違

い
な

い
と
思
う
が
、
実

際

に
認
可
さ
れ
る
か
ど
う

か
と

い
う

こ
と
も
あ

る
の

で
調
査
研
究
を
し
た

い
。

国
民
健
康
保
険
証
の
カ
ー

ド
化
に
つ
い
て

質
　
被
保
険
者

の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
カ
ー

ド
様
式

に
し
て

一
人

一
枚

交
付

で
き
る
よ
う

に
し
て

は
ど
う
か
。

市
長
　
カ
ー
ド
化
は
、
利

用
者

に
と

っ
て
は
非
常

に

利
便
性
が
あ
る
の
で
状
況

を
見
て
、
嘉
麻
市
だ
け
で

も
紙
製

の
カ
ー
ド
を
考
え

て
い
き
た

い
。
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こ
藤議員

いじめ対策の強化について

間.児童・生徒の教育相談

体制の充実を図るべき

答。いじめの早期発見と対応が
できる体制を充実していく。

質
　
教
育
委
員
会

で
把
握

し
て
い
る

い
じ
め

の
実
態

と
事
例
は
。

福
永
学
校
教
育
課
長
　
小

学
校
６
件
、
中
学
校
５
件
、

合
計

で
Ｈ
件
を
把
握
し
て

お
り
、
現
在
、

１０
件
は
解

決
済
み
で
、
１
件
は
解
決

を
図
る
取
り
組

み
を
行

っ

て
い
る
。

質

　

来

年

度

に
お

い
て
、

国

の
予
算
を
活
用
し
、

い

じ
め
根
絶

の
対
策
を
講
じ

る
べ
き
で
は
。

学
校
教
育
課
長
　
来
年
度

予
算

に
お

い
て
、
学
校
支

援
相
談
員
を
１
名
増
員
し

て
、

い
じ
め
対
策
を
強
化

し
て
い
く
。

質
　
児
童

・
生
徒

の
教
育

相
談
体
制

の
充
実
を
、
迅

速

に
行

っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

市
長
　
家
庭

・
学
校

・
地

域
と
連
携
を
深
め
、
的
確

な

ス
ク
ー

ル
カ
ウ

ン
セ
ラ

ー
、

ス
ク
ー

ル
ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て
、

教
育
相
談
体
制

の
充
実
を

図

っ
て
い
く
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ

い
て

質
　
通
学
路

の
安
全
性
確

保

の
観
点

か
ら

の
、
安
全

総
点
検

に
お
け
る
危
険
箇

所

の
取
り
組
み
の
進
捗
状

況
は
。

学
校
教
育
課
長
　
緊
急
合

同
点
検

に
よ
る
危
険
箇
所

が
２７
箇
所
あ
り
、
改
善
箇

所
１５
箇
所
は
、
関
係
機
関

と
協
議
し
て
改
善
を
図

っ

て
い
く
。
残
り

の
１２
箇
所

は
、
用
地
買
収
等

の
問
題

が
あ
り
、
現
在
、
登
下
校

指
導
を
行

っ
て
い
る
。

質
　
国

の
予
算

で
、
防
災

安
全
交
付
金
を
活
用
し
て
、

通
学
路
安
全
対
策

ア
ド

バ

イ
ザ
ー

の
派
遣
が
で
き
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
。

学
校
教
育
課
長
　
県

に
問

い
合
わ
せ
を
行

っ
て
お
り
、

詳
細
が
で
き
次
第
活
用
し

て
い
く
。

※
そ
の
他
、
学
重
保
育
所

の

日

曜

・
祭

日

の

開

設

、

フ
ア
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
事

業
、
障
が

い
者
の
就
労
支

援
に

つ
い
て
の
質
問
を
し

ま
し
た
。

水資源の有効利用について

間.回道322号バイパスや
八丁峠トンネルエ事に伴う
地下湧水を利用できないか

答。水量を確認した上で、飲料水や  中村議員

農業用水などへの活用を検討する

質
　
国
道
３
２
２
号

バ
イ

パ
ス
や
八
丁
峠
ト

ン
ネ

ル

エ
事

に
伴
う
地
下
湧
水
を

利
用
で
き
な

い
か
。

山

口
土
木
課
長
　
平
成
２５

年
度
よ
リ
ト

ン
ネ

ル
掘
削

工
事

に
着
手
す
る
予
定

で

あ
り
、
湧
水

に
つ
い
て
は
、

掘
削
し
て
み
な

い
と
水
量

は
分
か
ら
な

い
。
ト

ン
ネ

ル
内

の
防
火
用
水
を
超
え

る
分

に
つ
い
て
は
市
と
し

て
活
用

で
き
る
の
で
、
水

量
を
確
認
し
た
上

で
、
関

係
各
課
を
含
め
、
飲
料
水

や
農
業
用
水
な
ど

へ
の
活

用
を
検
討
す
る
。

山
田
川
の
白
濁
水
に

つ
い

て質
　
稲
築
地
区

に
お
け
る

山
田
川

の
自
濁
水
は
、
坑

内
水

の
硫
化
水
素
を
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
中

和

し

た

た

め

で
あ

る

が

、

中
和
後

の
水
は
本
当

に
安

全
な

の
か
。

平
嶋
環
境
課
長
　
〈
フ
年
２

月

に
、

２６
項
目

の
水
質
検

査

や
異
臭
調
査
を
行

っ
た

が
、

い
ず
れ
も
人
体

に
影

響
を
及
ぼ
す
数
値
は
出

て

い
な

い
。

産
業
廃
棄
物
に

つ
い
て
に

つ
い
て

質
　
２
月
１９
日

に
県
が
発

表
し
た

「産
廃
定
期
掘
削

実
施
、
県
処
分
場

の
監
視

強
化
」

に

つ
い
て
、
市
は

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

環
境
課
長
　
現
在
稼
動
し

て
い
る
県
内

１９

カ
所

の
安

定
型
最
終
処
分
場

に
お

い

て
、
県
は
５
年

の
許
可
期

限

ご
と

に
処
分
場

の
廃
棄

物
を
掘
り
起

こ
し
、
許
可

外
廃
棄
物

の
混
入

の
有
無

を
調
査
し
て
い
る
。

２５
年

度
は
、
監
視
指
導
強
化
費

２
７
０
０
万
円

の
当
初
予

算
を
組
ん

で
い
る
よ
う

で

あ
る
。

質
　
熊

ヶ
畑

の
不
法
投
棄

産

業

廃

棄

物

に

つ

い
て
、

そ
の
後

の
県
の
対
応
は
。

環
境
課
長
　
新
た
な
進
展

は
な

い
が
、
引
き
続
き
水

質
検
査
を
行
う
。

質
　
百

々
谷
産
業
廃
棄
物

処
分
場

へ
の
対
応
は
。

環
境
課
長
　
３
月
２６
日
に
、

県
が
百

々
谷
集
会
所

で
地

元
説
明
会
を
実
施
す

る
予

定
で
あ
る
。

質
　
熊

ヶ
畑
産
業
廃
棄
物

処
分
場

へ
の
対
応
は
。

環
境
課
長
　
市

の
監
視
員

に
よ
る
立
ち
入
り
調
査
は

定
期
的

に
月
１
回
行

っ
て

い
る
が
、
異
常
が
あ
る
と

の
報
告
は
な

い
。
拡
張
申

請

に

つ
い
て
は
現
在
も
県

に
お

い
て
審
議
中

で
あ
る
。千手川
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Llコ ピ ん賣 間

田中議員

組織機構の見直しについて

間。400人体制を可能にする

組織機構の構築が必要だ

答。十分精査して進める

・ ヽ
ヽ

質
　
〈
７
後

の
行
政
改
革

の

計
画
は
ど
う
な

っ
て
い
る

か
。

松
岡
市
長
　
財
政

の
健
全

化
、
効
率
的
な
組
織

の
構

築
、
民
間
活
力

の
導
入
、

人
材
育
成
、
市
民
参
加

の

協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
基

本
方
針
と
し
、
個
別

に
計

画
を
策
定
し
取
り
組
ん
で

い
る
。

質
　
行
政
改
革
と
活
性
化

対
策

の
同
時
進
行
は
、
相

当

の
覚
悟
と
決
断
を
迫
ら

れ
る
と
考
え

る
。
ち
ま
た

で
は
合
併
離
脱
と

い
う

こ

と
も
耳

に
す
る
が
市
長

の

考
え
は
。

市
長
　
当
時

の
旧
自
治
体

は
ど

こ
も
先
が
見
え

て
お

り
、
合
併
は
最
大

の
合
理

化
だ
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

特
色
は
あ

る
が
嘉
麻
市
ト

ー
タ

ル
で
考
え

る
必
要
が

あ
り
、
す

べ
て
が
納
得
す

る
事
業

の
実
施
は
不
可
能

だ
。

質
　
人

口
増
、
歳
入
増

に

つ
な
が
る
実
現
可
能
な
政

策
は
。

市
長
　
例
と
し
て
、
国
道

３
２
２
号
ト

ン
ネ

ル
が
全

面
開
通
す
れ
ば
、
工
場
団

地
等
を

つ
く
る
と
人

口
増

や
収
入
増

に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

質
　
平
成

２８
年
度
か
ら
段

階
的

に
交
付
税

の
削
減
が

あ
り
、
平
成
３３
年
度

に
は

更

に
厳
し

い
財
政
状
況
が

見
通
せ
る
。
人
件
費

の
削

減
が

一
番
だ
が
、
職
員
と

い
う
人
的
資
産
を
有
効

に

活
用
す
る
方
策
は
な

い
の

か
。

市
長
　
職
員

の
削
減
は
限

界

に
来

て
い
る
。
庁
合

に

つ
い
て
も
あ
る
程
度
集
約

が
必
要
と
考
え
る
。

質
　
交
付
税

の
削
減
が
わ

か

っ

て

い

る

な

ら

、

４
０
０
人
体
制
を
可
能

に

す
る
組
織
機
構

の
構
築
が

必
要
で
は
な

い
の
か
。

市
長
　
機
構
改
革

に
つ
い

て
も
非
効
率
的
な
面
、
改

革

の
余

地

は
な

い

の
か

十
分
精
査
し
て
取
組
ま
な

け
れ
ば

い
け
な

い
と
考
え

′０
。

情
報
基
盤
整
備
に
つ
い
て

質
　
〈
フ
後
の
情
報
基
盤
整

備
に
ど
う
取
組
む
の
か
。

市
長
　
運
営
の
方
式
等
を

十
分
検
討
し
、
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
。

質
　
行
政
の
事
業
実
施
に

対
す
る
責
任
の
重
さ
を
十

分
認
識
し
、
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た

い
。

市
長
　
情
報
基
盤
整
備
は

嘉
麻
市

に
と

っ
て
非
常

に

重
要
な
部
分

で
あ
り
、
市

民
に
と

っ
て
素
晴
ら
し

い

情
報
基
盤
整
備

に
な
る
よ

う
努
め
る
。

稲築庁舎窓□

/

赤間議員

学校間の光ファイバー敷設について

間.市内どこでも同じ教育

環境ができないものか

答.検討したい

質
　
昨
年
Ｈ
月
、
碓
井
中

学
校
で
の
教
育
講
演
会
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
内

容
と
生
徒
等
の
感
想
は
。

福
永
学
校
教
育
課
長
　
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
日
本
代
表
の

朝

日
健
太
郎
氏

に
よ

る

「諦
め
な

い
心
、
競
技
を

通

し

て
得
た

一
番

の
財

産
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講

演
で
、
生
徒
か
ら
は
、
日

標
を
持

つ
大
切
さ
に
気
付

か
さ
れ
た
と
い
う
感
想
が

あ

っ
た
。

質
　
ほ
か
の
小

・
中
学
校

で
の
講
演
会
と
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長
　
小
学
校

２８
件
、
中
学
校
１７
件

の
４５

件
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は

い
じ
め
事
案
が
社
会
的

に

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

の
で
、
各
学
校
と
も
、

い

じ
め
防
止

や
規
範
意
識

に

つ
い
て
の
内
容
が
多
く
見

受
け
ら
れ
た
。

質
　
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｋ
に

よ
る

「
コ
オ
ー
デ
イ
ネ
ー

シ

ョ
ン
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
」

の
効
果
は
。

山
田
生
涯
学
習
課
長
　
公

立
保
育
所
か
ら
は
、
子
ど

も
同
士

の
ト
ラ
ブ

ル
が
減

り
、
お
互

い
譲
り
合
う
優

し

い
面
が
出

て
き

て
、
友

達
同
士

で
励
ま
し
合
う
姿

が
よ
く
見
ら
れ
、
友
達
と

一
緒

に
遊

べ
る
よ
う

に
な

っ
て
き
た
。

話
を
集
中
し
て
聞
く
よ

う

に
な
り
、
教
え

て
い
な

い
の
に
半
分
以
上

の
子
ど

も
が
さ
か
上
が
り
や
登
り

棒
が
で
き
る
よ
う

に
な

っ

た
。運

動
が
苦
手
だ

っ
た
子

ど
も
も
笑
顔

で
参
加
す
る

よ
う

に
な
り
、
何

に
対
し

て
も
す
ぐ
飽
き
た
り
、
き

つ
が

っ
て
い
た
子
ど
も
が

一
定
時
間
集
中

で
き
る
よ

う

に
な
り
、
少
し
体
力
も

付

い
て
き
た
。

質
　
あ
る

一
部

の
施
設
だ

け
で
は
な
く
、
光

フ
ァ
イ

バ
ー
を
使
用
し
公
開
講
座

等

に
利
活
用

で
き
な

い
も

の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
現
在
、

各
施
設
を
結
ぶ
光

フ
ア
イ

バ
ー
設
備
は
な

い
。

棄
野
教
育
長
　
教
育
委
員

会
と
し
て
は
財
政
当
局
と

話
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た

い
。

質
　
一景
麻
市

の
教
育
環
境

改
善
は
学
力
向
上

に
つ
な

が
る
と
思
う
が
。

松
岡
市
長
　
学
校
間

の
光

フ
ア
イ

バ
ー
敷
設

に
つ
い

て
は
、
必
要
だ
と
考
え

て

い
る
の
で
検
討
し
た

い
。

朝日健太郎氏の請演 (碓丼中)
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永水議員

空き家対策について

間.空き家管理条例 (仮称)

の制定について

答.担当課を早く決め、
条例を制定したい

質
　
空
き
家

に
つ
い
て
は
、

２
０
０
８
年

の
総
務
省

の

調
査

で
は
、
全
国

で
空
き

家
が
約
７
５
７
万
戸
、
嘉

麻
市
内

に
お

い
て
も
約
２
，

８
０
０
戸
あ
る
と
と

い
う

結
果
が
出
て
い
い
る
。

ま

た

、

空

き

家

率

は

、

２
０
０
８
年

の
１３
・
‐
％

か
ら
２０
年
後

の
２
０
２
８

年

に
は
、

２３
・
７
％
に
増

加
、
さ
ら

に
２
０
４
０
年

に
は
、

４３
％
ま

で
増
加
す

る
予
測
が
で
て
い
る
よ
う

だ
。一

口
に
空
き
家
と

い

っ

て
も
様

々
な
形
態
が
あ
り
、

所
有
者
が
管
理
、
不
動
産

業
者
が
管
理
、
そ
れ
か
ら
、

今
、
大
き
な
社
会
問
題

に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
、
所

有
者
等
が
不
明
な
老
朽
化

し
た
危
険
な
空
き
家
も
あ

′０
。こ

れ
ら

の
空
き
家

に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
し
自
然

倒
壊

の
恐
れ
や
、
廃
棄
物

の
不
法
投
棄

の
場
所
、
害

虫

・
悪

臭

の
発

生

場

所

、

犬

・
猫
等
動
物

の
住

み
か
、

火
災

の
発
生
、
青
少
年

の

非
行
行
為

の
場
所
、
交
通

障
害
と
な

る
な
ど
行
政
事

務
上

に
お

い
て
も
様

々
な

問
題

の
原
因

に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

そ

こ
で
、
市
長

に
管
理

条
例

の
制
定
を
お
願

い
し

た

い
わ
け
だ
が
、
約
１
年

前
は
、
全
国

で
空
き
家
対

策

に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
て
い
る
自
治
体

の
数
は
、

７
自
治
体
だ

っ
た
が
、
現

在
は
、
全
国

で
約
１
２
０

の
自
治
体
が
、
条
例
を
制

定
し
て
い
る
。

さ
ら

に
、
そ
れ
ら

の
条

例

に
は
、
老
朽
化
し
た
空

き
家
等

の
解
体
費
用

に
補

助
金
を
出
す
制
度
も
、
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

す

で
に
、
隣

の
飯
塚
市

も
条
例
を
制
定
し
、
施
行

さ
れ

て
い
る
。
本
市

に
お

い
て
も
、
早
急

に
条
例

の

制
定
を
す
る
考
え
は
な

い

か
、
再
度
お
尋
ね
す
る
。

松

岡

市

長

　

全

国

で
も

、

１
２
０

の
自
治
体
が
条
例

を
制
定
し
て
い
る
と

い
う

こ
と

で
あ
り
、
本
市

に
お

い
て
も
相
当

の
空
き
家
が

あ
る
の
で
、

こ
の
危
険
性

を
考
え
、
早
急

に
担
当
課

を
決
め
、
条
例
制
定

に
向

け
、
調
査
、
研
究
し
て
い

山本議員

農道延長及びその舗装状況について

間.ほとんど舗装されていない

嘉穂地区の農道舗装について

答。計画的に予算措置を行い、
舗装を進めていく

質
　
農
道
延
長
及
び
そ

の

舗
装
状
況
は
地
区
別

で
ど

つヽ
な

っ
て
い
る
か
。

有
田
農
林
整
備
課
長
　
市

内
全
域

の
農
道
延
長
が
１

０
６
６
７
０

ｍ
、
舗
装
延

長
３
７
０
８
３

ｍ
で
舗
装

率
３４
・
７
％
だ
。
そ
の
う

ち

地

区

別

の
舗

装

率

は

、

碓

井

地

区

は

１

０

０

％

、

山

田
地

区

は

６７
・

３

％

、

稲

築

地

区

は

３９
・

５

％

、

嘉
穂
地
区
は
、
農
道
延
長

３

７

０

４

６

ｍ
に
対

し

、

舗
装
延
長
は
１
０
６
９

ｍ
、

舗
装
率
２
　
９
％
と
な

っ

て
い
る
。

質
　
農
道
台
帳

の
整
理
が

出
来
る
と
嘉
穂
地
区

の
農

道
延
長
は
約
５
～
６
万

ｍ

と
な
り
、

こ
の
内
舗
装
延

長
が
ｌ
ｍ
強
と
、

ほ
と
ん

ど
舗
装
を
し
て
い
な

い
状

況
と
な
る
が
、
副
市
長
は

ど
う
考
え
る
の
か
。

田
中
副
市
長
　
〈
フ
ま

で
施

策
と
し
て
取
り
組
み
を
さ

れ
た
結
果
、
合
併
し
て
農

道
舗
装

の
補
助
事
業
が
な

か

っ
た
関
係
も
あ
り
、
今

後
は
計
画
的

に
予
算
措
置

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

べ
き

で
は
な

い
か
と
考
え

て
い
る
。

質
　
市
長
は
ど
う
考
え

る

の
か
。

松
岡
市
長
　
重
複
す
る
が
、

今
後
計
画
的

に
舗
装
を
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け

な

い
と
考
え
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
防
護
柵

の
基
準

緩
和
に
つ
い
て

質
　
有
害
鳥
獣
防
護
柵

の

国

に
対
す
る
基
準
緩
和

の

要
望
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

田
中
産
業
振
興
課
長
　
福

岡
財
務
支
局
と

の
意
見
交

換

の
中

で
要
望
を
し
て
お

り
、
必
ず
国

の
上

の
方

に

挙
げ
る
と
聞

い
て
い
る
。

質
　
市
長
は
ど
う
考
え

る

の
か
。

市
長
　
有
害
鳥
獣

に
つ
い

て
は
、
県
内
特

に
農
村
部

に
つ
い
て
は
深
刻
な
問
題

と
な

っ
て
お
り
、
福
岡
県

市
長
会

に
お

い
て
、
国

に

要
望
す

べ
き
と
し
て
議
決

を
し
て
い
る
。

※
こ
の
ほ
か
①
作
業
道
と

林
道
の
違
い
及
び
里
道
の

管
理
に
つ
い
て
②
有
害
鳥

獣
防
護
柵
の
２５
年
度
事
業

に
つ
い
て
③
稲
築
地
区
西

鉄
バ
ス
廃
止
後
の
交
通
手

段
の
確
保
に
つ
い
て
④
保

育
料
の
滞
納
に
つ
い
て
の

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

未舗装の農道 (嘉穂地区 )

Llコ ピ ん 質 問
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Llコ ピ ん 質 問

答。国の基本方針や県の促進計画に 山倉議員

基づき、本市の計画を早急に取りまとめる

質
　
平
成
２３
年
３
月
Ｈ
日

に
発
生
し
た
未
曾
有

の
東

日
本
大
震
災

か
ら
丸
２
年

が
経
ち
、
被
災
地

で
は
未

だ

に
復
興

の
目
途
が
立
た

な

い
中
、
全
国
的

に
改
め

て
防
災

の
見
直
し
が
叫
ば

れ
て
い
る
。

「心
豊

か
な
人
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」
と
し

て
、
市
内
全

て
の
学
校

の

耐
震
化
は
終
了
し
て
い
る

が
、
今
年

の
３
月
Ｈ
日

の

新
聞

に
耐
震
化

に
関
す

る

記
事
が
掲
載
さ
れ
、

「嘉

麻
市
は
昭
和
５６
年
１０
月

に

庁
舎
が
完
成
し
、
耐
震
基

準
導
入
前

で
あ

っ
た
た
め

基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、

診
断
も
未
実
施

で
あ

る
」

と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
事

実
か
。

福
田
総
務
課
長
　
庁
合

の

耐
震

に
つ
い
て
の
報
道
内

容
は
事
実

で
あ
る
。
平
成

２４
年
３
月
末
現
在

の
公
共

施
設
等

の
耐
震
化
進
捗
状

況

で
は
、
建
築
基
準
法

の

耐
震
基
準
日
が
昭
和
５６
年

６
月
１
日
と
な

っ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
昭
和
５６
年

以
前

の
建
物

の
中

で
耐
震

化

の
判
断
を
し
て
い
く
と
、

本
市

の
小
中
高
等
学
校

に

つ

い

て

は

耐

震

化

率

１
０
０
％
と

い
う

こ
と

に

な

る
。
ま
た
、

５６
年
以
前

の
建
物

の
中

で
も
耐
震
診

断

の
結
果
、
公
営
住
宅
９

棟

ほ
ど
が
改
修

の
必
要
は

な

い
と
判
断
さ
れ
た
が
、

庁
舎

や
福
祉
施
設
、
体
育

館
な
ど
８５
棟
が
ま
だ
耐
震

診
断
が
未
実
施
と

い
う
状

況
で
あ
る
。

質
　
市
民

の
利
用
頻
度

の

多

い
建
物

や
、
避
難
場
所

に
指
定
さ
れ

て
い
る
建
物

の
耐
震
化
や
耐
震
診
断
は

今
後
ど

の
よ
う

に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

総
務
課
長
　
建
物

の
耐
震

化

に
つ
い
て
は
、
耐
震
改

修

の
促
進

に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
耐
震
診
断

や

耐
震

の
改
修
が
今

の
と

こ

ろ
努
力
義
務

に
な

っ
て
い

る
が
、

一
日
も
早

い
耐
震

化
が
望
ま
れ
る
。
今
後
国

の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、

ま
た
県

の
耐
震
改
修

の
促

進
計
画

に
基
づ
き
耐
震
改

修
促
進
計
画
を
早
急

に
取

り
ま
と
め
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
、

「学
力
向
上
の

た
め
の
取
り
組

み
に

つ
い

て
」

「市
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
」
も
質
問
し
ま
し

た
。

碓丼庁舎

■ Lご こ 1

田淵議員

福祉行政について

間.フ アミリ…・サポ…卜・

センターの実施の見通しは

答。ニーズ調査を行い、設置の

必要性の実態を把握 し検討する

質
　
公
立
５
保
育
所

の
入

所
状
況
は
。

深
町
こ
ど
も
育
成
課
長

鴨
生
は
定
数
１
２
０
に
対

し
１
１
４
、
山
野
は
９０

に

対
し
１
０
４
、
碓
井
１
５

０
に
対
し
９９
ヽ
嘉
穂
は
８０

に
対
し
６９
ヽ
ど
ん
ぐ
り
は

１
２
０
に
対
し
８４
ヽ
合
計

で
は
定
数
５
６
０
に
対
し

４
７
０
だ
。

質
　
山
野
保
育
所

の
定
数

オ
ー

バ
ー

の
管
理
安
全
性

は
。

こ
ど

も

育

成

課

長

　

面

積

・
保
育
士
数

に
よ
り
あ

る
程
度
許
容
範
囲
が
あ
り
、

山
野
は
範
囲
内

に
収
ま

っ

て
い
る
。

質
　
病
後
時
保
育

の
利
用

状
況
は
。

こ
ど
も
育
成
課
長
　
病
気

回
復
期

の
児
童
を
保
護
者

の
都
合

で
保
育

で
き
な

い

場
合

に
利
用
で
き
、
ど
ん

ぐ
り
保
育
所

に
併
設
し
て

い
る
。
活
用
状
況
は
年

々

事
業
内
容
が
浸
透
し
、

２４

年
度
は
利
用
者
６７
名
と
な

っ
て
い
る
。

質
　
学
童
保
育
所

の
利
用

状
況
は
。

こ
ど
も
育
成
課
長
　
各
学

校
内

に
設
置
し
、
入
所
児

童
は
、
嘉
穂
第

一
５７
ヽ
嘉

穂
第

二
３８
ヽ
千
手
４５
ヽ
宮

野

３２

ヽ

足

自

‐７

ヽ

碓

井

７２
ヽ
稲
築
西
１
３
８
、
稲

築

東

１

２

５

、

下

山

田

５５
ヽ
上
山
田
９７
ヽ
合
計
６

７
６
名
だ
。

質
　
子
育

て
支
援
交
付
金

の
活
用
状
況
は
。

こ
ど
も
育
成
課
長
　
平
成

‐７
年
か
ら

の
事
業

で
家
庭

支
援
推
進
事
業

・
養
育
支

援
訪
問
事
業

・
乳
児
全
戸

訪
問
事
業

・
地
域
子
育

て

事
業
等

の
活
動
を
し
て
い

′つ
。

質
　
近
隣

で
は
飯
塚
市
が

行

っ
て

い
る

フ

Ｆ

ミ
リ

ー

・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ

ー
事
業
が
本
市

の
事
業

に

は
な

い
が
、
内
容
と
今
後

の
実
施
見
通
し
は
。

こ
ど
も
育
成
課
長
　
本
事

業
は
、
地
域

に
お

い
て
育

児

の
援
助
を
行

い
た

い
者

「ま
か
せ
て
会
員
」
と
育

児

の
援
助
を
受
け
た

い
者

「お
ね
が

い
会
員
」
が
行

う
会
員
制
度

の
相
互
援
助

活
動

で
、
子
育

て
を
行

っ

て
い
る
家
庭
が
育
児
と
仕

事
等
を
両
立

で
き
る
環
境

づ
く
り

の
お
手
伝
を
す
る

仕
組
み
だ
。
今
後
は
平
成

２７
年
度
施
行

の
子
ど
も

・

子
育

て
支
援
制
度

の
ユ
ー

ズ
調
査
を
２５
年
度

に
実
施

し
、
そ

の
結
果
を
ふ
ま
え

て
検
討
し
た

い
。

〆
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Llコ ピ ん 菫 間
地

方

自

治

法

１
０
０
彙
に
基
づ
く
姜
員
会
と
は
？

国
会

の
衆
参
両
院

に
与

え
ら
れ
て
い
る
国
政
調
査

権
同
様

の
趣
旨

で
、
地
方

議
会

に
も
与
え
ら
れ
て
い

る

「普
通
地
方
公
共
団
体

の
事
務

に
関
す
る
調
査
を

行

い
、
選
挙
人
そ
の
他
関

係
人

の
出
頭
及
び
証
言
並

び
に
記
録

の
提
出
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
権

限
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

こ
の
権
限
は
、
１
０
０

条
調
査
権
と
も
呼
ば
れ
、

俗

に

「伝
家

の
宝
刀
」
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

調
査

の
方
法
と
し
て
、

選
挙
人
そ
の
他

の
関
係
人

の
出
頭
、
証
言
、
記
録

の

提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

関
係
人
と
は
、
調
査
対

象

に
関
係

の
あ
る
す

べ
て

の
者

で
、
住
民

の
み
な
ら

ず
、
行
政
機
関

の
地
位

に

あ
る
者
や
議
員

に
も
出
頭

等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

関
係
人
は
、
正
当
な
理

由
な
く
出
頭
、
証
言
、
記

録

の
提
出
を
拒
ん
だ
と
き

は
、
６
カ
月
以
下

の
禁
錮

ま
た
は
１０
万
円
以
下

の
罰

金

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

証
人
尋
問

証
人

に
対
し
質
問
を
行

い
、

こ
れ

に
答
え
さ
せ
る

手
続
き

に
よ

っ
て
行
う
証

拠
調

べ
の
こ
と
を
言

い
ま

す
。地

方
議
会

で
は
、
１
０

０
条
調
査
権

の
行
使

に
当

た
り
、
選
挙
人
そ
の
他

の

関
係
人

の
出
頭
を
求
め
、

証
言
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
場
合
、
民
事
訴

訟

に
関
す
る
法
令

の
規
定

中
、
証
人

の
尋
間

に
関
す

る
規
定
が
準
用
さ
れ

て
い

ま
す
。

証
人
尋
間
に
当
た

っ
て

は
、
関
係
人
は
宣
誓
を
行

い
、
署
名
押
印
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
宣
誓
し
た
関
係

人
が
虚
偽

の
陳
述
を
し
た

場
合

に
は
、
３
カ
月
以
上

５
年
以
下

の
禁
錮

に
処
せ

ら
れ
ま
す
。

議
会
は
、
関
係
人
が
正

当
な
理
由
な
く
出
頭
せ
ず

若
し
く
は
証
言
を
拒
ん
だ

時
又
は
宣
誓
し
た
関
係
人

が
虚
偽

の
証
言
を
し
た
と

き
は
告
発
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
調

査
終
了
の
前

に
自
白
し
た

と
き
は
告
発
し
な

い
こ
と

が
で
き
ま
す
。

浦田議員

命の水、どう守る

間.水に関する保全条例。いつ。
どのようなものを提案するのか

答.ニセコ町の条例を基に

6月提案 したい

質
　
旧
嘉
穂
地
区
は
か

つ

て
全
町
民
を
挙
げ

て
、
産

廃
処
分
場
建
設
阻
上

の
闘

い
を
行

い
、
６
０
０
０
万

円

の
和
解
金
を
払

っ
て
命

の
水
を
守

っ
た
。
昨
年
６

月
、
上
水
道
施
設

の
な

い

千
手
地
区
か
ら

「水

の
保

全
条
例
」

に
関
す
る
請
願

が
提
出
さ
れ
、
以
来
、
条

例

制

定

を

迫

っ
て
き

た

。

昨

年

１２

月

定

例

会

で
は

、

「本
年
３
月
定
例
会

で
提

案
す
る
」
と
言

っ
て
お
き

な
が
ら
提
案
し
な
か

っ
た
。

い
つ
、
ど

の
よ
う
な
条
例

案
を
提
案
す
る
の
か
。

平
嶋
環
境
課
長
　
北
海
道

ニ
セ

ヨ
町

の
条
例
を
素
案

と
し
て
次
回

の
議
会

に
提

案
し
た

い
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

質
　
去
る
２
月
２７
日
、
イ

ノ
シ
シ

・
鹿

の
ハ
ム
や
燻

製
な
ど

の
試
食
会
が
開
催

さ
れ
、
大
変
お

い
し

い
し
、

十
分
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て

販
売

で
き
る
と
確
信
し
た
。

そ

こ
で
、

い
つ
販
売
す
る

の
か
。

田
中
産
業
振
興
課
長
　
特

産
品
と
し
て
平
成
２５
年
度

か
ら

「道

の
駅
う
す

い
」

で
試
験
的
な
販
売
を
行
う
。

質
　
当
然
、
加
工
施
設
も

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長
　
最
終
的

に
自
前

で
や
る
と
す
れ
ば
、

食
肉

の
処
理
加
工
施
設
も

必
要

に
な
る
の
で
、
検
討

す
る
。

質
　
イ
ノ
シ
シ

・
鹿
を
捕

獲
す
る
た
め
、
若

い
職
員

に
免
許
を
取
得
さ
せ
れ
ば

箱
わ
な
も
増

や
せ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。
防
護
柵
な

ど

の
対
象

に
な
ら
な

い
地

区
、
例
え
ば
、
少
数
点
在

地
区
や
百
谷
地
区

へ
の
対

策
は
ど
う
す
る
の
か
。

産

業

振

興

課

長

　

現

在

、

３
名

の
職
員
が
免
許
を
保

有
し
て
い
る
。
今
後
、
必

要

に
応
じ
、
免
許
を
取
得

す

る
よ
う
検
討
す
る
。
防

護
柵

の
問
題
は
、
国

の
制

度

で
３
戸
以
上
な
ど

の
制

約
が
あ
る
。
し
か
し
、
人

命
と
か
生
活

の
安
全

に
か

か
わ
る
問
題
も
出

て
く

る

の
で
、
十
分

に
検
討
す
る
。
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